
 

 

 

  

子どもは、外気温の影響を受けやすく、暑い夏は体の中の温度が早く上昇します。そのため、熱中症にな

りやすいです。暑さ対策をして暑い夏を乗り切りましょう。 

 

 

 

 

令和７年８月１日 

土橋宝翠保育園 

 

 

ほけんだより ８月 

７月感染症発生報告 

 

 強い日差しの照り返しで、

地面に近づくほど気温が高く

なります。 

 

 近年は年間を通して発症しますが、夏は特に多くなるため

注意しましょう。 

大人が蚊に刺されるとすぐに腫

れ、じきに治ります。ところが、

小さな子どもは、刺されてしば

らくたってから、びっくりするほ

ど大きく腫れて水ぶくれができ

ることもあります。 

蚊に刺された時のケア 

 

   溶連菌感染症 

   EBウイルス 

   RSウイルス 

感染症にかかる園児が 

いました。 

夏に多い感染症 

① 手足口病・・・手のひら、足、肘、お尻、口の中などに水ほうや

粘膜疹が出る。熱は３７～３８℃程度。 

② ヘルパンギーナ・・・突然の３８～４０℃の高熱が２～３日。喉の

奥に小さな水ほうができる。 

③ 咽頭結膜炎・・・突然 39～40℃の高熱が出て、喉の痛みと

だるさ、目の充血、首のリンパ節の腫れが現れる。 

熱は４～５日続き、症状が改善するまで約１週間かかる。 

 


